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－１－

教育委員会の事務の点検及び評価について

１ 趣旨

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により、平成２０年４月から、

全ての教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表し

なければならないことになりました。

魚津市教育委員会では、効果的な教育行政の推進及び市民への説明責任を果たすこと

を目的として、教育委員会の事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価として

施策評価を実施し、その結果について報告・公表します。

２ 点検・評価の対象

教育委員会の平成２４年度施策

３ 点検・評価の結果

教育委員会では、平成２４年度主要施策５施策について評価しました。５施策は次の

とおりです。

①子育て環境づくりの推進

②学校教育の充実

③生涯教育の推進

④文化の振興

⑤生涯スポーツ・レクレーションの振興

４ 学識経験者の知見の活用

教育委員会の事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価にあたって、学識経

験を有する者の意見を聴きました。

氏  名 区  分

碓 井 幹 雄 元中学校校長

慶 伊 敏 雄 学識経験者

本 元 義 明 元小学校校長、元歴史民俗博物館館長代理

澤 田 祥 治 学識経験者

５ 議会への報告及び公表

点検及び評価に関する結果報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、市のホ

ームページに掲載し公表します。
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魚津市教育委員会事務事業の執行状況

教育委員会事務局

教育委員会事務局は、教育総務課、学校教育課、生涯学習・スポーツ課及びこども課の４課で構成され、各教

育機関と連携し、教育行政の向上を図った。

《教育総務課》

教育総務課では、教育委員会会議を11回開催し、22件の議案を審議した。

学校規模の適正化を図るため、平成24年４月１日に松倉小学校と坪野小学校を統合し、新たに松倉小学校とし

て４月４日に開校式典を行った。また、他校区についても地区住民やＰＴＡとの協議を引き続き行った。

小学校の施設設備としては、松倉小学校のプールサイド床張替え、児童用洋式トイレ設置、本江小学校各教室

の棚木質化、保健室へのシャワー設置、村木小学校の普通教室の暗線入黒板張替え、グランドネット改修、片貝

小学校特別活動室アコーディオンカーテン取付け等を、中学校においては、東部中学校の武道場廊下木質化等を

行った。

情報化社会に適応した学習環境を実現するため、小・中学校のコンピュータ及び周辺機器を更新するとともに、

情報管理の徹底に努めた。

小学校耐震補強事業では、経田小学校体育館の耐震補強及び大規模改造工事を実施し、平成24年８月に完成し

た。更に、大町小学校校舎及び吉島小学校校舎の耐震補強実施設計を実施した。

中学校耐震補強事業では、東部中学校校舎の耐震補強実施設計を実施した。

《学校教育課》

学校教育課では、「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育の実現のため、小中学校新教育課程実

践推進事業を継続するとともに各事業を推進した。

新しい小・中学校学習指導要領に基づく教育を実践し、創意ある教育課程を編成するため、市小・中学校教育

研究会、学校課題研修等の教員研究組織へ助成を行った。中学校２校では、「社会に学ぶ14歳の挑戦事業」を実施

し、自主性や豊かな人間性、社会性等を育むとともに、地域社会での体験活動を通じて心の教育を推進した。

国際理解教育として、ＡＬＴ（外国語指導助手）を中学校２校に配置し英語科の指導の充実を図るとともに、

小学校への派遣も行い「総合的な学習の時間」等において英語に親しむ機会を設けた。

学校図書館司書を市内全小中学校に配置し、読書指導、児童の読書意欲の向上を図った。また、「第２次魚津市

子ども読書活動推進計画」を策定し、子どもの読書活動推進の方針を定めた。

人権教育推進として、「みんなが楽しく過ごせる学校に～ここがじまん!わたしたちの取り組み～」をテーマに

第７回魚津市子ども会議を開催した。

遠距離通学児童生徒等の登・下校時の交通手段確保として､市民バス運行事業者等への委託により、吉島小学校、

松倉小学校、東部中学校のスクールバスの運行を実施した。

発達障害のある児童等を支援するために特別支援スタディ・メイトや学習支援員を各小中学校へ配置したほか、

小学校外国語活動をサポートするために英語活動指導員を全小学校へ配置し、学校教育の充実を図った。教育の

機会均等を図るため、小中学校就学援助事業を実施した。また、魚津市教育センター内で適応指導教室「すまい

る」を運営し、不登校児童生徒の自立支援を実施した。

「魚津市食育推進計画」に基づき、各種食育事業の推進に努めた。
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《生涯学習・スポーツ課》

生涯学習・スポーツ課は、生涯学習係、文化係及びスポーツ係で構成されている。

生涯学習係では、生涯学習推進のため、学び続ける環境づくりと地域の教育力の向上に取り組んだ。社会教育

委員会議を７月に開催し、委員から事業への提言等を受けた。生涯学習教室を年間延べ15教室開設し、受講生の

成果を発表する場として生涯学習フェスティバルを開催した。また、地区公民館では、女性、高齢者、伝統芸能

等の学級開設、運動会、文化祭等の共催事業を実施した。公民館の整備として、下中島公民館の外壁等修繕及び

村木公民館の駐車場整備を行った。

青少年教育としては、関係団体の育成強化に努めるとともに、青少年健全育成事業として、井原市との友好親

善都市児童交流事業を実施し、明日を担う青少年の健やかな育成に努めた。また、成人式は、新成人を交えた実

行委員会による手作り感覚あふれる成人式を実施した。

家庭教育としては、放課後こども教室事業、子育て講演会及び３歳親子ふれあい村事業を実施し、子どもの健

やかな成長を助けるために心の教育や家庭の教育力の向上を図った。

女性教育としては、魚津市連合婦人会の主催事業として県内研修、家庭教育セミナー等を開催した。

高齢者教育としては、高齢者学習活動促進会議、高齢者学級合同研修会を開催した。

青年活動パワーアップ事業では青年教室やサークルの開催並びに青年グループ「うおづ屋」が宝探しイベント

を企画実施した。

文化係では、「人・文化を育むまち」をめざし、市文化協会、市美術文化協議会等の文化団体の支援、市民文化

祭、市美術展の開催等、市民レベルでの芸術文化活動の活性化を図った。また、音楽のまちづくり事業、学びの

森音楽祭の開催等を通して音楽文化の振興を図った。さらに魚津市制60周年記念コンサートや魚津市制60周年記

念「魚津をエガク・描く・えがく」展を支援した。市内の小・中学生には、美術、伝統芸能及び音楽の団体鑑賞

会を実施した。これら事業や活動の拠点施設として、平成18年度から新川文化ホール及び新川学びの森天神山交

流館について指定管理とし、適正な管理運営に努めた。

文化財関係では、国道８号バイパス関係遺跡発掘整理作業を行った。平成10年に始まった国の重要無形民俗文

化財「魚津のタテモン行事」のたてもん協力隊（たてもん曳き手ボランティア）を募集したところ本年度も多数

の参加があり、たてもんの運行に協力した。また、県天然記念物大沢の地鎮杉保存修理や県天然記念物坪野のつ

なぎがや保存修理、市史跡大伴家持の歌碑傾き修正基礎修復処置、たてもん第一収蔵庫修繕等を実施した。

博物館関係では、歴史民俗博物館を管理運営するとともに、企画展の開催、博物館教室、市内全小学校の６年

生を対象にした企画展示見学会及び市内小学校への出前講座を実施し、郷土の歴史や文化財に関する普及啓発活

動を行った。また、魚津の歴史読本シリーズ（3）「魚津でおこった米騒動」を発行した。さらに、博物館協議会

を開催し、各博物館（歴史民俗博物館、水族博物館、埋没林博物館）の運営に関する意見を受けた。

スポーツ係では「生涯スポーツ社会の実現」に向けて、各種スポーツ関係団体と連携し、スポーツ大会、イベ

ント、教室等を開催するとともに、住民の身近なスポーツ施設である学校体育施設を開放し、地域のスポーツ振

興を図った。また、魚津市スポーツ推進審議会を開催し、平成24年度事業報告、平成25年度の事業計画、新たな

地方スポーツ推進計画について協議した。

「第32回魚津しんきろうマラソン大会」は、出場者が過去最多5,884名となる全国に誇れる大会となった。また、

市制60周年記念事業として第18回女子野球ジャパンカップをはじめ多くのイベントを開催した。

スポーツ基本法に基づき、平成24年度が計画の最終年度である「魚津市生涯スポーツプラン」に替わる、新た

な地方スポーツ推進計画「魚津 きときとスポーツプラン」を策定した。

スポーツ施設の管理運営については、平成18年度からの５年間に引き続き、平成23年４月１日から指定管理者
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となった（公財）魚津市体育協会が行い、利用サービスの拡充や自主事業の積極的な開催などにより利用者ニー

ズに基づいた施設運営が図られた。（指定管理期間は平成28年３月31日まで）

また、施設改修では魚津市総合体育館室内温水プールの濾過器濾材更新及び内部塗装改修工事、総合体育館バ

スケットコート新規格ライン変更工事、天神山野球場コイン式夜間照明修繕を行った。

こども課では、子どもの権利条例に関する事務及び幼稚園の運営を行った。

子どもの権利普及推進として、母子健康手帳交付時に、子どもの権利条例について掲載した「子育て応援ガイ

ドブック」を配布した。また、魚津市子どもの権利委員会を開催した。

幼稚園教育に関しては、幼稚園教育要領に基づき、園児の個性と創造性を育む「幼稚園交流活動事業」を実施

するなど、幼稚園教育の充実と地域との連携に努めた。施設整備では、大町幼稚園の暖房設備の改修を行った。

また、少子化が進行する中で規模適正化を図るため、平成25年度末をもって経田幼稚園を大町幼稚園へ統合する

ものとし、保護者・地区・議会へ説明を行った。

《学校給食センター》

学校給食センターは、市内の中学校２校、小学校11校、幼稚園２園（副食のみ）の学校給食を調理・配送し、

主食は週当たり米飯３回、パン（麺）２回実施した。

平成２４年度に実施した重点事業

① 栄養教諭による出張食育指導や残食調査などを実施し、児童生徒の食事実態、食べ物の嗜好の把握に努め、

調和の取れた食生活を実践する給食の献立の作成を行った。

② 地場産物・郷土料理・行事食等を取り入れた給食を通し、地域に対する理解とふるさとの味への関心を深

めるように配慮した。

③ 給食をより楽しくするために、季節行事メニュー、バイキング給食を実施し、食事内容の多角化に努めた。

④ 食育推進の一環として、市内５･６年生を対象とした「魚津市地場産品メニューコンテスト」を実施し、入

賞メニューを給食メニューとして４回提供した。

⑤ 学校給食への理解を深めるため、各学校へ出向いての保護者との試食会を17回実施、学校給食センター見

学者の受け入れを行った。

⑥ 「社会に学ぶ14歳の挑戦」で、西部中学校の２年生男女４人を受け入れ、調理及び食器等の洗浄作業を体

験させた。

⑦ 食材の安全性に対する関心が高まる中、県による放射性物質検査を70回実施、内魚津市において4回実施し、

放射性セシウムはいずれも検出されなかった。

栄養管理

食事内容については、エネルギー・脂肪の過剰摂取にならないようにし、不足しがちなカルシウム・鉄分・

ビタミンＣなどの栄養素に配慮した。また、食品の種類を幅広く求めバランスのとれた食事内容となるよう努

めた。

衛生管理

食中毒の発生防止を重点事項とし、有害物や異物を食物に付着混入させないために、食品の選択・購入・保

管・調理・配送に十分注意を払った。

《図書館》

図書館は、あらゆる年齢層の利用者に資料及び情報を提供し、学習活動等を支援する施設である。

資料の収集、提供では、新刊図書、視聴覚資料等を購入し市民ニーズに応えた。また、富山県立図書館のもと

県内公共図書館との相互貸借による資料提供を行った。郷土資料、行政資料等の収集、保存、整理に努めた。レ

ファレンス・サービス（図書館資料に基づいて行う相談業務）、読書相談等を積極的に行った。小中学校図書館司
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書と連携し、学校、保育園等へ資料の貸出、相談を積極的に行い、子どもの読書活動及び学習を支援した。

広く市民に読書や図書館に親しんでもらうために、図書館シネマ倶楽部（映画の上映）、おりがみ教室、子ども

向けにおはなし会などを開催した。また、読み聞かせ会など行事をボランティアの手で運営し、書架整理、リサ

イクル本整理などにも多数のボランティアが参加した。生涯学習の場の提供として、図書館事業と調整しながら

研修室・視聴覚室の貸出や学習室の提供を行った。

市史編纂室では、「図説魚津の歴史」・「魚津市史続巻現代編」の販売を平成24年４月に開始した。普及活動とし

て、歴史講座を開講した。

《市史編纂室》

販売数

① 図説魚津の歴史  123 冊

② 魚津市史続巻現代編 8 冊

③ ①②セット    241 組

普及活動

市史編纂・歴史講座（再掲） ２回 参加人数 68 人

《埋没林博物館》

魚津埋没林は、約2,000年前の環境変動によって地中に埋もれたスギ巨木の原生林跡で、特別天然記念物に指

定されている。博物館はその指定地に立地し、出土した現地で埋没林および関連分野の資料等を保存、展示して

いる。

また同地は蜃気楼展望地点（市指定名勝）であり、全国から関係者が集まる蜃気楼交流会の開催や、蜃気楼発

生時には、観測･記録、メールマガジンの発信、証明書の発行を行っている。館内では蜃気楼の解説展示や、ハイ

ビジョンホールで蜃気楼の映像を上映している。

教育普及･展示事業として、博物館教室、企画展、特別講演会、広報誌発行、外部への講師派遣等を行った。

本年度の総入館者数は41,582人であり、平成４年のリニューアルからの入館者数累計は1,669,572人である。

《水族博物館》

魚津水族博物館（魚津水族館）は、水生生物を常設展示する富山県内唯一の水族館である。また大正２年（1913

年）に創設され、現存する水族館としては日本で最も古く、長い歴史のある水族館でもある。「北アルプスの渓流

から日本海の深海まで」、「日本海を科学する」を基本テーマに各種魚類等の収集、調査研究及び飼育、展示を行

った。

平成24年度は魚津水族館創立100周年を機にリニューアル工事を実施した。なお、リニューアル工事のため平成

25年１月７日から３月15日まで臨時休館した。

企画展・特別展として、春に「エイプリルフール展」の開設や「シロエビ水槽展示」を行った。夏には、特別

展「教科書の世界へ飛びこもう！」 を開催した。さらに、10月に「ハロウィン水槽」を設置した。また平成25

年３月16日のリニューアルオープンからは、魚津水族館創立100周年記念「ホタルイカ特別展」を開催した。

教育普及活動として、児童・生徒が、身近な環境や生物に実際に触れて学び、環境への理解を深めることを目

的に結成した「うおづ水辺の調査隊」事業を行った。

博物館をもっとよく知り、利用してもらうために市民感謝イベントを開催した。また、学校教育の中で子供た

ちの水生生物に関する知識や興味を高める目的で、魚津市内の12小学校に「サンゴ礁の生物水槽」を設置するア

ウトリーチ活動を行った。さらに、生物多様性を学び、地元の自然に目を向け、自然保護の意識を向上させるた

め、市内の全小学校に「魚津産メダカ」を配布した。
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博物館実習生、動物専門学校研修生や中学生（14歳の挑戦）の受入・指導等を行った。また、職員を講師とし

ての派遣や各種報道機関の取材を多数受け入れた。さらに、毎年恒例の魚津市制60周年記念「第29回魚津水族館

写生大会」については、優秀作品を約１年にわたり館内に展示した。

水族館の周知・宣伝活動の一環として、音楽イベント「2012アクアコンサート てくてく オカリナ演奏－日

本の歌－」を開催した。平成24年３月からリピーターを増やすために年間パスポートを試験販売していたが、平

成25年３月からは正式販売とした。また水族館の活動を記録するため、魚津水族博物館年報第22号を発行した。

平成24年度の入館者数は､140,769人（有料入館者数120,362人、無料入館者数20,407人）で前年度に比べ11.2％

増加した。この増加の要因としては、魚津水族館がリニューアルし、マスコミ等に多く取り上げられ来館者の関

心を引いたためと考えている。

《こども課》

こども課では、子どもの権利条例に関する事務及び幼稚園の運営を行った。

魚津市子どもの権利条例に基づく子どもの権利委員会を開催した。また、魚津市子ども会議の開催し、子ど

もの権利条例の意義啓発に努めた。

幼稚園教育に関しては、幼稚園教育要領に基づき、園児の個性と創造性を育む「幼稚園交流活動事業」を実

施するなど、幼稚園教育の充実と地域との連携に努めた。
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学識経験者の意見

○ 子育て環境づくりの推進                                  

   ◇ 保育園・幼稚園等の充実

     ・就学前児童が施設に通園する割合が順調に推移してきている。

すべての就学前児童が質の高い保育サービスや幼児教育を受けることが出来るよ

うに環境整備を進めてほしい。            
     ・平成２５年度末で経田幼稚園が大町幼稚園に統合されることになっているが、  

  引き続き保護者、地元住民への適切な説明を行っていただきたい。

   ◇ 弾力的な保育サービスの充実

・延長保育および放課後児童クラブの利用者数の増加は、女性の就労率や共働き世

帯が多くなってきていることに起因しているものと考えられる。

今後もニーズに応じた保育施設及びサービスの充実を進めていただきたい。

   ◇ 子育て支援ネットワークの構築

･子育て支援センターの利用者数、子育てポータルサイトのアクセス件数が堅調に伸

びてきていることから、必要な支援を求める保護者の関心の高さを示している。よ

りきめ細やかな子育て情報の提供と、支援の事業を計画してほしい。

   
    ◇ 子どもの活動の場の充実

・小学生の児童センター利用回数が順調に伸びてきていることは好ましいことであ

る。また地区の公民館での実施している「放課後こども教室事業」は、地域住民と

の交流・体験活動は、遊びなどを通して、お互いに思いやる心、いたわり合う気持

ち、感謝や尊敬の念を育む場として極めて有効である。特に地域の高齢者とのふれ

あいを通じて、豊かな知識・技能や知恵を学び、人と関わる力を育む機会として、

今後も推進していただきたい。

○ 学校教育の充実

   ◇ 確かな学力を育む教育の推進

・小中学校の学習状況の実績値は年々順調に伸びてきているのは、市全体での学力

向上の取り組みの成果と考えられる。

・学習遅滞傾向の児童生徒の支援を行う学習支援員の指導に有効に機能しており今

後も更なる充実を図られたい。

・授業の改善、学習規律の確立、家庭学習の習慣化のためには、学校・家庭との緊

密な連携・協力が不可欠である。各学校では、児童生徒の実態に応じた具体的な手
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立てや工夫が求められている。

  ◇ 豊かな心を育む教育の推進

・不登校の児童生徒の割合が前年度よりも減少しており、学校全体での取り組みの

成果が現れてきている。

・全校体制での組織的な生徒指導を進め、複数の視点で見守り、心のサインを見逃

さず気軽に相談できる雰囲気づくりや相談体制づくりに努めてほしい。

・特別支援スタディメイト派遣事業及び適応指導教室｢すまいる｣は、様々な問題を

抱えている児童生徒の自立支援として有効に機能している。今後も継続と増員を期

待したい。

・軽度の障害のある児童生徒に対する通級指導教室は大変有効であり、県に継続を

働きかけてほしい。

・高度情報化の進展による弊害として、ネットやメールによる陰湿ないじめが大き

な社会問題となってきている。学校間、家庭・地域社会との連携を強化して未然防

止、早期発見、早期対応に努めてほしい。

  ◇ 健やかな体を育む教育の推進                                             
･学校給食の残食率が大きく向上していることは好ましい。これからも食に関する正

しい知識と望ましい食生活、食を通じての自らの健康管理が出来るように指導を計

画的に進めてほしい。

・心身の健康に関する悩みや不安について気軽に相談できる体制づくりと環境づく

りを工夫され、個に応じたきめ細かい指導援助を行ってほしい。

                                                           
    ◇ 教育環境の整備・充実

・校舎等耐震補強工事は 厳しい財政状況下ではあるが、児童生徒の安全確保、地域

住民の災害等の避難拠点として着実に実施されてきている。

今後は学校規模の適正化計画を視野に入れながら、整備計画の実施と地域住民へ

の整備計画の説明を適宜行ってほしい。                                    
         
  ◇ 学校規模適正化

・坪野小学校と松倉小学校の統合が図られて適正化計画は実施されているが、少子

化が予想以上に進行していることから、計画の早急の見直しを図られたい。

また該当する地域住民との協議は、大局的な視点に立ちながら、誠意を持って丁

寧な説明と対応をお願いしたい。
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〇 生涯学習の推進

◇ 公民館について

市内の公民館については、順次改修が進められ大変利用しやすい施設となっていま

す。

かつての公民館は、社会教育団体を中心した学習などにより多く利用されておりま

したが、現在は地区のコミュニティ施設としてその存在感を増してきております。

大町、加積、本江地区では、地域振興組織が公民館を活動拠点としてそれぞれ独自

の活動を展開し、その他の地区においてもこの動きが広がってきています。

このことは、公民館と地区の活動を活性化し、地区の団結力や振興に資するととも

に、新たな起爆剤のような役割を果たしています。

また、近年公民館の果たす役割は大きく、青少年の活動や生涯学習の場として地区

を越え、幅広い年代に利用が広がっています。しかしながら高齢者が増加する中、

足の弱い高齢者にとって利用のしにくい施設となっていることは誠に残念でありま

す。近い将来において、誰でも、いつでも気軽に利用できる施設として改修される

ことを望みます。

◇ 生涯学習の推進

市内では、学びの森天神山交流館や地区の公民館、新川文化ホールなどを中心とし

て多くの生涯学習サークルが活動しています。その活動の成果は毎年発表され、市

民も楽しみにしているのではないかと思います。

また、ハートフルセミナーや短期の生涯学習講座の開設などの実施で、幅広い世代

の学習意欲を高める工夫については、効果を上げております。しかしながら予算の

関係もありますが、新たな講師の発掘や市民の興味を強く引き付ける講師や講座の

開設に一層の努力をお願いします。

◇ 図書館について

新しい図書館が建設され、多くの市民から利用され、また、愛される図書館に生

まれ変わりました。開設当初に比べ利用が若干減少しておりますが、依然として高

い水準で推移しております。これは偏に美術展の開催、コンサートや映画鑑賞、読

み聞かせ教室、折り紙教室の開催など地道な活動の成果と思われます。今後ともこ

の活動を続けていただきたいと考えます。図書は、子供の心と体に大きな影響を与

えます。幅広い蔵書を求められ、将来の魚津市や富山県を担う人材の育成につなが

るよう一層の工夫をお願いします。

○ 文化の振興

◇ 10 月の第 19 回全国山城サミット協議会の開催はよかったのではないか。松倉城

とその支城群を全国から集まった参加者にアピールできた良い機会であった。

貴重な遺跡が埋もれてしまわないよう、草刈作業、アクセス道路の垂れ枝や草木
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等の処理を行い、見学者の利便性を向上させてほしい。さらに、大々的に遺跡の調

査・確認を進め、空堀や切岸などの城としての役割が分かる説明板の設置を推進し

ていただきたい。

◇ 新川文化ホールの参加入場者が 8000 入ほど伸びている。また、年間の利用料金も

700 万円近くも伸びている。すばらしいことである。関係者の努力によるものであ

ろう。市制 60 周年にあたり、各種の記念事業が催された二とも一つの要因だと思

うが、他の伸びた要素をしっかり分析することで、通常のホール運営に反映するこ

とができるのではないか。

◇ 新川学びの森天神山交流館の施設利用状況をみると、件数が増加して、利用者数

が減少している。一般の利用者が増加し、学生の利用が減ったことによるものかも

しれない。利用料が 100 万円ほど増えているのもその表れと思われる。将来、利用

者として育っていく学生への働きかけ、より多くの人に利用してもらえる企画が必

要ではないか。

◇ たてもんボランティアの取組みの 245 名の参加は、多いのか少ないのか判断しに

くい数字ではあるが、祭りの大衆化をめざす体験型・参加型の取組みであるので今

後とも継続していっていただきたい。また、たてもん祭りと同時に開催された蝶六

街流しは、踊り手、観客、飛び入り参加者を長く会場に留め、街流しを堪能しても

らうためにも、一斉スタートにして輸になって踊ることなども関係機関とともに検

討していただきたい。

◇ 魚津歴史民俗博物館は、山城サミットが魚津で開催されたはずみか、600 人ほど

来館者が伸びている。それだけが、要因ではないかもしれないので、増えた要因を

多方面から分析し、子供の歴史学習への貢献、歴史に関心のある大の発掘、増加に

つながるように活動を企画・工夫し続けてほしい。

◇ 全国山・鉾・屋台保存連合会魚津市大会、富山県山（車）・鉾・屋台行燈祭交流

会議の開催支援は、たてもん祭りを継承されている皆さんの自信と誇りを高めるの

には良い企画であったのではないか。

○ 生涯スポーツ・レクレーションの振興

◇ 魚津きときとスポーツプランについて

平成１５年度から推進されてきた「魚津市生涯スポーツプラン」に基づく生涯ス

ポーツ事業も１０年が経過し、この度その反省と成果を踏まえて、今後１０年間の

スポーツ推進の方向性を示すため、全面的な見直しがなされたことについて深く敬

意を表します。

   

◇ 生涯スポーツの推進・充実について

  各年代のスポーツライフを実現することは、健康の増進や体力の向上はもとより

スポーツで汗を流すことにより参加者同士の温かい心のコミュニケーションが生

まれることに繋がります。

このためにも体育協会や総合型スポーツクラブ等に一部事業を委託するも、スポーツ
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行政として一歩踏み込んだ支援をしながら、指導者の養成、確保等に深く関わりを

持ち続けていただきたい。

◇ 生涯スポーツ振興事業について

  各年代の市民ニーズに応じた、スポーツ活動に対応した事業が計画どおり行われ

期待した成果が得られていることが感じられます。今後、スポーツ推進委員等が中

心となったスポーツ教室系（地域住民対象、出前教室等）の開催を増やし、ニュー

スポーツ等の普及に今一度積極的に取り組んでいただくことを期待します。

◇ スポーツ施設について

  スポーツ施設は、各種大会や練習の場として、多くの市民の生涯スポーツ・健康

づくりのためになくては必要な施設です。各施設の利用実態を把握しながら効率的

・効果的な運営により一層推進されるよう指定管理体制に取り組んでください。

  また、スポーツ施設関係の維持・営繕関係が適切に行われていることは評価しま

す。

  一時的な対処療法としての改修である場合は、長期的には非効率的でコスト増の

要因となる可能性があります。そのため当初から長期的な改修計画を基に予算を有

効に活用し、計画的・効率的に工事を実施されては如何でしょうか。

  今後、市民の多様なニーズに応えられるよう生涯スポーツ活動の場や競技スポー

ツの場などスポーツ施設の役割分担を明確にするとともに、施設ごとの老朽化の度

合いや施設整備の整備・充実に努めていただきたい。

◇ おわりに

市民のスポーツ参加機会を拡充するための施策・事業については、主にスポーツ

イベントやスポーツ教室等を開催し、いわゆるスポーツ初心者をスポーツに誘導す

るといった効果をもたらしました。しかし、その後個人がそのスポーツ活動を継続

していく方向になかなか繋がらないというのが現状であり、主体的なスポーツ活動

の継続に繋がる施策展開が求められています。

今後は、初心者からスポーツを始めるきっかけとなる事業や指導者・場所・仲間

（サークル）の紹介などといった各種スポーツ情報提供を充実するなど個人が主体

的にスポーツを継続していけるよう施策の拡充が必要です。


























